
香　取　市

令和元年度

香取市市民事業仕分け

事 業 名
小見川ふれあいセンター
管理運営事業

担当部課 生活経済部商工観光課

期日 班 資料番号

10/20 1 5

1



（ ）

千円 1,697 千円

1,679 千円 1,697 千円

財源合計 1,831 千円 1,787 千円 1,679

千円 千円

その他特財の内容 小見川ふれあいセンター使用料

一般財源 1,830 千円 1,787 千円

千円 千円

その他特財
1 千円 千円

千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円

千円 1,697 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円

総事業費 1,831 千円 1,787 千円 1,679

213 千円 0.03 人 213 千円0.04 人 288 千円 0.03 人

千円 人 千円

人件費合計 0.04 人 288 千円

人 千円 人臨時職員等 人 千円

213 千円 0.03 人 213 千円0.04 人 288 千円 0.03 人

1,484 千円

事業費内訳
（2018年度分）

小見川ふれあい管理業務委託料：872,907円（シルバー人材センター）
ふれあいセンター用地・自転車置き場用地借り上げ料：152,300円（JR東日本）
警備委託料：136,080円
光熱水費：164,495円
電話料：73,721円
修繕料：19,440円

人
件
費

担当正職員 0.04 人 288 千円

1,543 千円 1,499 千円 1,466 千円

関連事業
（同一目的事業等）

コ
ス
ト

2019年度（予算） 2018年度（決算見込） 2017年度（決算） 2016年度（決算）

事
業
費

事業費合計

ふれあいセンターの維持管理を行う。
委託先：シルバー人材センター
（センター内施設）

・談話コーナー　・展示コーナー　・ミニライブラリー　・トイレ
・やさしさサロン（和室24畳）＿要予約

（開館状況）
・開館時間：９時～１７時

職員配置時間・人員：９時～１０時（１Ｈ）、１５時～１７時（２Ｈ）１名配置
※１０時～１５時は職員配置なし、トイレは終日利用可能

・休館日：月曜日、国民の祝日に関する法律に基づく休日の翌日、
１２月２８日～翌年１月３日

事業内容
（手段、手法など）

％

実施方法

□直接実施

☑業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：シルバー人材センター　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先： 　　実施主体： ）

□貸付（貸付先： ）□その他（ ）

事業内容

実施の背景
同施設は、平成5年に水郷駅駅舎に併設する施設として開設し、地域住民の交流活動、文化及び学
習活動の場として活用されている

目　的
（何のために）

市民の福祉向上と地域間交流及び観光振興を図る施設として設置

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

ふれあいセンター利用者
対象者数（全住民に対する割合）

人

根拠法令等 小見川ふれあいセンター設置及び管理に関する条例・施行規則 担当課･係名 商工観光課・観光班

事務区分 ☑自治事務 □法定受託事務 作成責任者 髙岡

事業シート（概要説明書）

予算事業名 小見川ふれあいセンター管理運営事業費 事業開始年度 平成5年度

上位施策事業名 観光 担当局・部名 生活経済部

事業番号11 小見川ふれあいセンター管理運営事業 ２０１９年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 小見川ふれあいセンター管理運営事業費 事業開始年度 平成5年度

事業番号11 小見川ふれあいセンター管理運営事業 ２０１９年度

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

水郷駅に隣接し、ＪＲ利用者の待合所及びトイレを備えた施設であり、引き続き、施設管理していく必
要がある。必要最低限（経常経費）の予算措置であるため、これ以上のコスト削減は困難である。
また、当該施設は市として、継続して運営管理をしていく必要性を感じるが、利用形態は駅の待合室と
なっていることから、適正な部署に所管すべきである。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

特記事項

・水郷駅は昭和49年から無人駅であり、改築前は県内で最も汚く荒廃した駅であると噂されるほどで
あった。こうした状況を打開すべく、地域活性化と防犯対策の観点から小見川町主導で駅舎、ふれあい
センターの整備を行った。改築後は、ふれあいセンター内に喫茶店もオープンし、地域住民の交流の場
として賑わいをみせた。しかし、喫茶店オーナー死去による撤退後は、後継となる事業者の応募もなく
現在に至っている。
・水郷駅の乗車人員数「平成18年度：206人」を最後にデータなし（ＪＲ東日本確認）

/ /

/ / /

/

2016年度

利用者数 人 85/ 139/ 252/

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

駅利用者、地域住民の交流活動及び文化及び学習活動の場として施設の維持管理を行ってい
き、施設利用者の増を図る

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度

単位当たりコスト ／

/ / /

/ / /

開館日数 日 303/ 299/ 301/

開館延べ時間 時間 2,424/ 2,392/ 2,408/事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度 2016年度

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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施設シート 2019年度

番号 11 名称 小見川ふれあいセンター
□ 単独館

☑ 複合館

所在地 香取市一ノ分目1093-3

根拠条例等 小見川ふれあいセンター設置及び管理に関する条例・施行規則

土
地
情
報

所有面積 ㎡ 地目 鉄道用地 所管課 商工観光課

借地面積 133 ㎡ 借地元 JR東日本千葉支社 作成責任者 髙岡和史

総面積 133 ㎡ 借地料 124 千円/年 財産区分 ☑行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 133 ㎡ 所有区分 ☑自己所有　□借用 構造 木造

建設・取得 H5年3月（建設・取得） 設計者 JR東日本 IS値

補助金有無 □有　　☑無 階数 1階

借用元 借用金額 千円/年

建設・取得額 40,000 千円 取得経緯

地方債残高 □有（残高 円）償還（　　年/　　年）　　☑無

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

基
本
情
報

設置目的 市民の福祉向上と地域間交流及び観光振興を図る施設として設置

実施事業 ふれあいセンターの維持管理

主な利用者
（複数選択可）

□官公庁利用　□主催事業　□登録団体（団体数： ）

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

☑市民　☑市外住民　□その他（ ）

利用の制限

開館日数 305 日/年 休館日 月曜日、国民の祝日に関する法律に基づく休日の翌日、12月28日～1月3日

開館時間 9時～17時

管理体制

□直接管理 ☑業務委託 □指定管理 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：　　香取市シルバー人材センター　）

（委託内容・金額・事業者選定方法： ）

委託内容：ふれあいセンター及び周辺の管理業務、
金額：886,536円　選定方法：随意契約第3号(高齢者の雇用安定促進寄与）

施
設
の
概
要

名称 やさしさサロン 名称 談話ｺｰﾅｰ･ﾐﾆﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ 名称

1 床面積

床面積

トイレ(男女各1)

床面積 40 ㎡ 部屋数 1 床面積 40 ㎡ 部屋数 8.3 ㎡ 部屋数 2

名称 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

名称 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

名称 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者 指定管理者

人

ソフト

住民等の
自主管理

その他 合計

ハード 人 人 人 人 1.0 人 1.0 人

人 人 人 人 人 人 人

合計 0.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 1.0 人 1.0 人
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維
持
管
理
費

2019年度（予算） 2018年度（決算見込） 2017年度（決算） 2016年度（決算）

総支出 1543 千円 1499 千円 1466 千円 1484 千円

財
源
内
訳

収

入

収入合計 1 千円 0 千円 0 千円 0 千円

使用料
・手数料

1 千円 0 千円 0 千円 0 千円

国県補助金 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

その他
（ ）

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

一般財源 1542 千円 1499 千円 1466 千円 1484 千円

支出内訳（2018年度分）

人件費：　 284千円
委託料： 1,084千円
光熱水費： 164千円
修繕料：　　19千円
（修繕内容：時計）

指定管理料のうち管理委託分： 千円
減価償却費： 千円
地方債の元利償還： 千円
その他（　　　　　　　） 千円

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称 やさしさサロン 平日 0.0 ％ 土日祝 0.0 ％

午前 0.0 ％ 午後 0.0 ％ 夜間 0.0 ％ 合計 0.0 ％

名称 平日 ％ 土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計 ％

名称 平日 ％ 土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計 ％

名称 平日 ％ 土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計 ％

自己評価・
特記事項等

水郷駅に隣接し、ＪＲ利用者の待合所及びトイレを備えた施設であり、引き続き、
施設管理していく必要がある。必要最低限（経常経費）の予算措置であるため、こ
れ以上のコスト削減は困難である。
また、当該施設は市として、継続して運営管理をしていく必要性を感じるが、利用
形態は駅の待合室となっていることから、適正な部署に所管すべきである。
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